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　2021年9月末の不良債権（要管理債権を除く）は203億円ですが、その保全状況は右の通り
です。
　貸倒引当金は58億円計上しています。 貸倒引当金として計上している58億円は、会計上では、
損失処理済といえます。
　優良担保・保証（保証協会保証等）で保全されている金額83億円、一般担保（土地・建物等）・
保証で保全されている額46億円、合わせて130億円については、回収が確実であると見込んで
いる額です。
　残りの15億円は、これまでの回収実績等から見て回収可能と見込まれる額です。

　2021年9月末の不良債権処理費用等は、778百万円の増加となりました。 これは新型
コロナウイルスの影響を勘案し、不良債権の将来の発生を見越して、積極的な引当を実施
したことによるものです。
　貸出債権の不良化防止に向けて今後も、経営改善支援や融資審査能力向上に努めると
ともに、将来のために引当も十分に行ってまいります。

　不良債権は、要管理債権、危険債権及び破産更生等債権に分類されます。
　2021年9月末の不良債権残高は242億円となり、2021年3月末に比べて29億円の増加と
なり、不良債権比率は6.19%で、2020年3月末に比べて0.53ポイント上昇しました。
　事業性評価や外部支援等を活用して、お客さまの経営改善に一体となって取組み、不良
債権の減少に努めてまいります。

〈 不良債権（要管理債権を除く）の保全状況 〉

〈 貸出金にかかる不良債権処理費用等* 〉 〈 不良債権（金融再生法上の開示債権）の内訳と不良債権比率 〉＊貸出金にかかる不良債権処理費用等は、一般貸倒引当金純繰入額、
　個別貸倒引当金純繰入額、債権償却額等の合計額です。
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